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＜連絡事項＞

· ＩＤカードに表示されている職種（資格名）を下舘SGMに伝えること。

· プログラム評価書式を修正中、5/14青陽館運営会議にて提出予定。プログラムテキストの作成は5/15締め切り。

· 本日13:00から江刺家陽輝様（5/10退院、5/11デイケア利用予定）と晴山美智子様（5/12退院、5/14デイケア利用予定）の退院療養検討会実施。

＜外来情報＞

· 村田　昭一様～5/5、5/6ナイトを休んでいる。体調については変わりなく順調とのこと。

· 横町　浩　様～「頭がボーッとするが歩くと良くなる」「デイではキーホルダー作ったら上手だと

誉められた。エアロビをしているから夜はぐっすり眠れる」と話されている。

体重は90kg～91kgをキープしているとのこと。

· 関　秀治　様～目の充血は以前より良くなっているが目薬1本処方となっている。ゴールデンウィ

ークは兄が帰ってきて楽しく過ごす事ができた、仕事は変わりなく順調とのこと。

· 久保　興介様～教習所には通っており、少し緊張するがスムーズに運転できていると話されている。

ナウゼリン（吐気止め）２週間分処方となっている。

· 伊藤　雄一様～自分のペースで生活出来ている。変わりないとの事。

· 田名部一樹様～ゴールデンウィークはイトーヨーカド―に行ってきたが混雑していた、お好み焼き

とたこ焼きを食べたと話されている。

· 関口　禅　様～日赤へ入院する前（7年前）の散歩コースに久しぶりに行くと、以前と環境が

変わっていて驚いた。良い連休だったとのこと。

· 其田　淑子様～喉が痛いとの訴えあり、熱は36.6℃であるが、平熱が35.5℃ぐらいだから自分と

しては熱が高いと感じていると話されている。喉の痛みだけなのでトローチ5日

分（1日4回）処方。

＜利用者情報＞

· 田向　玲美様～5/19心理カウンセリング実施予定だったが、変更になる為、本人と話し合って日程を

調整する予定。本人は就労についての焦りなどがあり、当法人関係者に限らず、外部の関係機関などにも相談している様子。それぞれの助言が自分の中で処理しきれずに混乱してしまう傾向があるため、今後統一した支援を行っていく。就労に関しては、色々と一気に手をつけようとせず、ひとつずつゆっくり進めていくようスタッフも介入し相談をしていくこととする。

· 沢田　三朗様～本日よりデイケア正式利用。自宅からのバスの本数が少ないが、17時台のものが

ある為、それを利用するように事前に説明しているが、本日は13時のバスで帰宅している。次回以降は17時のバスで帰宅するように伝えている。

· 久保　興介様～本日、デイケア来所されているが、表情冴えなさみられている。対人面で上手く関

わりを持つ事ができないということや、同年代メンバーとなかなか話が合わないということもあり、本人からはデイケアに行きたくないという言葉も聞かれている。今後も継続してスタッフから関わりを持ち、話を聞くようにしていく。

· 秋山　和子様～2～3週間前、「母なんか死んでしまえばいい」という発言があったが、今日も「膝

が悪くなって死んでしまえばいい」という発言が聞かれている。会話の中では笑

顔もみられており、状態は比較的安定していると思われるが、妄想発言（百子と

友和の子供だから東京に行きたい）もあり引き続き様子の観察が必要。本人と母

親との意思疎通など家庭環境に問題があることも考えられるため、近日中に母親

と連絡をとり家での状況を確認して介入していく。

＜事例検討＞

今野　容子様（74）女性　統合失調症・糖尿病・高血圧症・狭心症・便秘

デイケア利用月数：4年1ヶ月

○現在の治療計画

· 信頼関係を構築し､忍耐強く関わり、血糖、コントロールの悪化を防ぎ今野様の理解度に合わせて共感しながら糖尿病と楽しく関われるようにケアを継続してゆく。

○現在の状態

· 日常生活では自己中心的で他者に対して攻撃的な発言がある。本人は後悔しているが、改善できず同じ事を繰り返している。

· 身体の悪影響を理解して禁煙を続ける事はできている。しかしまだ喫煙したいという気持ちがあるため、喫煙所から離れた場所で過ごすようにしている。

· 食事に関してもストレスを感じており、稀に食事制限のことでスタッフに対して怒りを表し、食品を投げるなど衝動的な行動をとることもある。

· 喫煙や食事制限に関してなど我満している事が多く、ストレスがたまる事もある。

· 日中の活動では、気分転換も兼ねて手芸を行っている。最近はプログラム中居眠りする事が多くなった。

· 合併症に関しては日赤にて5月に検査を実施、治療継続中。

· 牛乳が飲めないため、必要な栄養が摂取できていない状態。

○今後の対応・治療計画

· できていることは評価し、守らなくてはならないことに関しては理解してもらう。

· こまめに話を聞き、ストレスを溜めることなく現状を維持できるように対応する。

· 牛乳からヨーグルトへの変更を、今後検討する。










